
D i v i s i o n  o f  E n g i n e e r i n g

信頼され期待される国際的エンジニア・研究者の育成を目指す本専攻では少人数での講義や演習にお
いて、より密度の高い効果的な教育を行っています。特に課題研究およびゼミナールでは、指導教員に
よる大学院生とのFace-to-Faceの研究指導を行っており、これが本専攻の大きな特色になっています。
また、 自由曲面創成加工システム、近赤外偏光分光装置、高精細コンフォーカル顕微鏡、三次元形状測
定機および生体組織内遺伝子発現観察システムなどの研究用設備が文部科学省研究設備等補助金などに
より整備されており、これらの設備が大学院生の研究においても大いに活用され、機械工学専攻各分野
において多くの研究成果が得られています。本専攻では、このような大学院教育と研究を通じて、科学 
技術の急速な進歩にも対応できる人材の育成をはかっています。

専攻の紹介専攻の紹介
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詳しい情報はコチ詳しい情報はコチラ!ラ!

社会経済の基盤は「モノづくり」であり、そのような社会を支えているのはエネル
ギー供給、各種消費財の製造・物流も含めた基盤技術、基盤インフラです。昨今、世
の中はモノからコトへIT、IoT、AI、デジタル化の方向に進んでいますが、新たなコ
トを成し遂げるには新たなモノが必要で、「モノづくり」をおろそかにしては日本の生
きる道はありません。

機械工学専では、幅広い分野の研究をとおして、専門性を要する職業等に必要な能
力と基本的な問題解決能力を身につけ、社会人としての素養と倫理観を兼ね備えた信
頼されるエンジニアを養成しています。企業に就職した際に研究職・開発職といった
職種に就くには、一般的に大学院修了が有利とされています。本大学院機械工学専攻
を修了した皆様が、将来、企業の技術力を担い、社会活性化の原動力になるものと信
じています。

人類は、石油・石炭などの化石燃料に大きく依存することで技術革新と経済発展を
成し遂げ、快適な生活を手に入れてきた一方で、化石燃料の大量消費による枯渇なら
びに地球温暖化などの環境問題が懸念されています。そこで、科学技術に強度に依存
する社会を見直し、科学技術も社会に適応して歩み寄る必要があります。私の研究室
では、エネルギー・環境問題について、未来を担う学生と一緒に考えています。
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機械工学専攻主任

修了生からのコメント

物質が持つ物性を活かした材料を「機能材料」と呼んでおり、ハイテク産業を支え
る重要な役割を担っています。中でも、地球温暖化問題を背景に需要が急激に増加し
ている電気自動車には、モーターとして機能材料である永久磁石が使用されています。
しかし現在、工業化されている永久磁石材料の多くには安定供給に懸念がある「希土
類元素」を含んでいます。そこで、我々は鉄とマンガンをベースに様々な元素の添加
あるいは、組成を変化させた合金を作製し、希土類元素に依存しない新規の永久磁石
材料としての可能性を示すための研究を日々行っています。

所属する研究室では、ゼミを通じて最新の専門的な知識を学べる他に、理論的思考
やプレゼンテーションスキルといった技術者に必要なスキルが鍛えられました。さら
に、本校や他大学が所有する実験装置を用いて得られた研究成果を国内外の様々な場
所で開催される学会で発表することによって、他大学の方々や多文化との交流ができ、
新たな知見や貴重な経験を積むことができました。

大学院では、少人数ゆえに教授からの手厚い指導を受けられることに加えて、研究
を通じて広がるコミュニティがあります。将来、技術職や研究職に携わることを考え
ておりましたら、大学院に進学しスキルアップすることをお勧めします。
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寛 さん2023（令和５）年度　博士前期課程修了
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工学研究科・機械工学専攻

機械工学専攻の専門とする研究分野を大きく分けると、以下の４分野になります。
⒜�熱工学・流体工学分野
動力・エネルギーや周囲環境などの人間の生活に関わる領域で、熱や流れに関する研究を行う分野です。プラズマなど
の機能性流体や熱流動の解析そして動力やエネルギー変換などに関連した研究・開発が行われています。

⒝�材料力学・機械材料学分野
材料の強度設計や材料開発に係わる新しい技術。例えば、相変態を利用した材料の強化、破壊機構解明に必要な非破壊
的欠陥検出技術そして知的構造体を構成する知能・機能材料の高性能などを対象に研究開発を行う分野です。

⒞�機械力学・機械要素・機械工作学分野
従来の機械工学と光エレクトロニクスの分野を融合させた新たな設計方法の
確立、ものづくりの原点である機械工作の高度な知識と経験を生かした先端
的な加工法の開発そして機械と電磁気との分野を融合した新たな原理で動作
するアクチュエータの開発などを対象に研究を行う分野です。

⒟�制御工学・生体工学分野
生体構造や機能の解析とそれに基づく機械および制御系の設計開発、医療診
断支援技術および医用デバイスの開発そしてロボット・メカトロニクス開発
と関連要素技術の開発を行う分野です。

▏研究領域／研究分野▕

■知能システム数理� 魚橋�慶子
システム制御に関する数学的理論の研究

■知能材料工学� 岡田�宏成
磁性形状記憶合金や超伝導体の新物質開発
特殊な環境下での材料特性評価技術の開発

■熱流動シミュレーション� 小野�憲文
複雑な熱流動現象の数値シミュレーションに関する
研究

■人間－機械システム学� 梶川�伸哉
マッサージロボットの開発
音声・画像インターフェースを用いたロボットの制御

■生体工学� 加藤�陽子
生体組織・細胞のバイオメカニクスに関する研究

■自動車工学� 城戸�章宏
自動運転からサステナブルなエンジンの開発に至る
自動車全般に関する研究

■ロボット開発工学� 熊谷�正朗
玉乗り型ロボットや車輪移動・各種ロボット、および
関連技術の開発

■適応システム� 郷古　�学
ロボットの学習機能に関する研究

■精密加工� 斎藤�　修
NC工作機械および超音波による工業材料の加工に
関する研究

■バーチャルリアリティ� 佐瀬�一弥
バーチャルリアリティにおける物理シミュレーショ
ンおよび触覚提示技術に関する研究

■バイオメカニクス� 濱西�伸治
聴覚のメカニクスの解明と医療・福祉・スポーツ分野
への応用

■エネルギー・環境工学� 星�　　朗
持続可能エネルギーを活用する新しいシステムの提
案

■オプトメカトロニクス加工� 松浦�　寛
バイオ用可視光レーザの開発、およびレーザナノ加工
技術に関する研究

■アクチュエータ工学� 矢口�博之
アクチュエータの開発とその動作解析に関する研究

■材料信頼性工学� 李�　　渊
拡散現象を活用した金属微細材料の創製・特性評価お
よび応用展開

■構造材料工学� 北條�智彦
構造材料の高強度・高延性化に関する研究

「アーク放電を利用した溶解法により、新しい機
能性を有する合金や化合物を合成しています。」

担当教員・研究テーマ
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D i v i s i o n  o f  E n g i n e e r i n g

本専攻では、国際的にも社会に貢献できる高度な電気電子情報通信技術者の育成を教育目標としてお
ります。具体的には、電力・制御分野、情報・通信分野、電子・材料分野の3分野で、博士前期課程で
は講義とゼミナール・課題研究活動を通して技術者としての基礎を学び、そして博士後期課程では更に
高いレベルの研究開発能力の習得が行われています。大学院では研究室担当の教員の直接的な指導の下
で、それぞれの研究独自の新しい課題の解決に向け研究活動が進められます。その成果は国内のみなら
ず、外国の学会においても発表され、厳しく評価されるため、自分の研究が社会にどのように役立つの
かを実感することができますし、また、そのような経験を積むことは本人の自信にも繋がります。今ま
での多くの成果発表に対し、業界からも高い評価を得ているようです。また一方、研究室活動、ティー
チングアシスタント制度などを通して、後輩の指導にも当たるなど、将来の指導者としての体験も積む
ことができます。研究活動を通じて身に付いた、専門分野に関する広い視野と最先端の専門技術は、就
職後、社会に出てからの本人の活動の支えとなっていることも確かです。ちなみに本専攻の課程修了者
のほとんどが一流企業に就職しております。

専攻の紹介専攻の紹介
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電気工学専攻は，(1)電力・制御，(2)情報・通信，(3)電子・材料，の3分野で構成
されています。いずれも社会基盤に不可欠な分野であることは言うまでもありません。
特に最近は持続可能な社会を目指した取り組み，SDGsやDXといったキーワードを目
にすることも多くなりました。これらは，上記3分野が社会にとって今後ますます重要
になることを意味しています。

これの分野に興味を持ち，課題解決や新たな価値の創造を目指す若者を我々教員は
歓迎します。自ら課題を見つけ，それを解決するためのアイデアを試行錯誤する人た
ちによって社会は進歩してきました。高度な知識を習得しても，指示待ち人間にとど
まっていては成しえないことです。まだ教科書に書かれていない未知の領域で課題解
決と価値創造の過程に身をおき，切磋琢磨あるいは悪戦苦闘し，やがて達成感を味わ
うときあなたは大きく成長しています。

とはいえ，人によっては，大学院進学が選択肢としてあるものの，進学に不安を感
じるかもしれません。そのような場合は率直に教員や仲間や先輩に相談することをお
勧めします。安易に流されず，10年後のなりたい自分を想像し，不安に立ち向かう勇
気を持つことができるでしょうか。自分を過小評価せずに可能性の扉をたたいてほし
いと願っています。

成功したビジネスマンに成功するコツを尋ねると，よく次のような答えが返ってき
ます。「成功するまでやめないこと」。研究も同じです。研究過程でうまくいかないこ
とがあっても，そこから学ぶ姿勢が次につながります。社会を良くするための技術を
目指して創意工夫し，社会に通用する実践的な学びの姿勢を身に着けていきましょう。
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電気工学専攻主任

大学院生からのコメント

電気工学専攻は、現代社会に必要不可欠な電気と情報技術について研究を行ってお電気工学専攻は、現代社会に必要不可欠な電気と情報技術について研究を行ってお
り、私もワイヤレス給電について研究をしています。学部生時代にこのテーマについり、私もワイヤレス給電について研究をしています。学部生時代にこのテーマについ
て興味を持ち、より深く学びたいと考え進学に至りました。て興味を持ち、より深く学びたいと考え進学に至りました。

ところで、皆さんは大学院への進学についてどのように考えているでしょうか。就ところで、皆さんは大学院への進学についてどのように考えているでしょうか。就
職が難しい、大学院でやっていける自信がない、一部の成績の良い人が行くものだか職が難しい、大学院でやっていける自信がない、一部の成績の良い人が行くものだか
ら自分は関係ない。そんなイメージを持つ人もいるでしょう。ですが、もう一度大学ら自分は関係ない。そんなイメージを持つ人もいるでしょう。ですが、もう一度大学
院進学で得られるものについて考えて頂きたいと思います。院進学で得られるものについて考えて頂きたいと思います。

大学院生活では、自分の選択したテーマ、研究についての知見を深めることが出来大学院生活では、自分の選択したテーマ、研究についての知見を深めることが出来
ます。学部生時代にも研究をすることはできますが、期間が3年次からの1年半と短く、ます。学部生時代にも研究をすることはできますが、期間が3年次からの1年半と短く、
研究に加えて授業や就活を並行させなければならないと考えると、十分な研究をする研究に加えて授業や就活を並行させなければならないと考えると、十分な研究をする
ことは難しいです。 その研究を通し、テーマに関する深い知識と研究を通して見つかことは難しいです。 その研究を通し、テーマに関する深い知識と研究を通して見つか
る自分の長所はこれからの自分を支える武器となります。る自分の長所はこれからの自分を支える武器となります。

また、就職についてはあまり心配する必要が無いように私は考えます。大学院へのまた、就職についてはあまり心配する必要が無いように私は考えます。大学院への
進学がある程度一般的である工学研究科であり、現代社会に必要不可欠である電気・進学がある程度一般的である工学研究科であり、現代社会に必要不可欠である電気・
情報分野への進学です。学部生よりも専門的な知識と経験に富んだ修士学生が蔑ろに情報分野への進学です。学部生よりも専門的な知識と経験に富んだ修士学生が蔑ろに
されるような場面は、考えにくいです。されるような場面は、考えにくいです。

今後の進路を考えた際に、何がしたいかわからない、自分の武器は何だろうと思う今後の進路を考えた際に、何がしたいかわからない、自分の武器は何だろうと思う
ような人も多いと思います。そういった人こそ大学院へ進学し、研究や生活の中で、ような人も多いと思います。そういった人こそ大学院へ進学し、研究や生活の中で、
人生の指針と自分の武器を見つけてほしいと私は考えます。人生の指針と自分の武器を見つけてほしいと私は考えます。
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工学研究科・電気工学専攻工学研究科・電気工学専攻

⑴電力・制御分野：電気エネルギーの発生・送電・配電に係わる技術、自然エネルギーの有効利用のための電力
系統構成・保護・制御技術、電力・エネルギー応用技術、モーター制御技術、メカトロニクス的制御（ロボッ
トなどの制御）エネルギー変換技術、ワイヤレス給電技術などを対象に研究開発を行う分野です。
⑵情報・通信分野：情報通信技術の基盤技術に係わる新しい技術、例えば、信号変換技術、通信ネットワーク技
術、コンピュータ技術、マルチメディアを対象とした各種情報処理技術、モバイル通信用高性能アンテナ技術、
不要電磁波抑圧技術などの伝送技術、情報セキュリティ技術などを対象に研究開発を行う分野です。
⑶電子・材料分野：誘電体、磁性体、半導体など材料の開発とその応用技術の確立、半導体デバイスの開発、ナ
ノテクノロジー・半導体技術を駆使した高性能センサー技術等を対象に研究開発を行う分野です。

▏研究領域／研究分野▕

■音響VR通信� 岩谷�幸雄
⑴�知覚過程の理解に基づいた音空間提示システムの開発
⑵�コンピュータネットワークの知的管理手法の研究

■高周波伝送回路� 大場�佳文
⑴�マルチバンド整合回路の設計法の構築に関する研究
⑵�マルチバンド多端子伝送回路の設計法の構築に関
する研究

■電気システム制御� 郭　�海蛟
⑴�モータの高性能駆動に関する研究
⑵�ロバスト制御系の設計に関する研究

■暗号・情報セキュリティ工学� 神永�正博
⑴�暗号理論・耐タンパー暗号処理技術に関する研究
⑵�シュレーディンガー作用素のスペクトルに関する研究

■形状処理工学・情報考古学� 木下�　勉
⑴�自由曲面・点群・メッシュなどの3次元形状の幾何
形状操作に関する研究
⑵�３次元データとして表現された物体の幾何的な特
徴分析に関する研究

■マルチメディア・感性情報� 金　�義鎭
⑴�ディジタル画像の特性を用いた基本図形の高速抽
出に関する研究

⑵�道路情報から、道路標識の自動抽出および認識に関
する研究

⑶�次世代向け電子教科書の開発とその有効性の検証
による次世代の教育環境の確立

■情報インタラクション� 木村�敏幸
⑴�超臨場感コミュニケーションによる作業支援に関
する研究

⑵�マルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する
研究

■電力制御管理システム・電力安定化機器
� 呉　�国紅
⑴�再生可能エネルギー発電（太陽光、風力発電など）を
有効に利用するための研究開発（マイクログリッド
システム、電力貯蔵技術）

⑵�パワーエレクトロニクス、超電導、制御理論などの
新技術による次世代電力系統の安定化技術

■生体電磁工学� 佐藤�文博
⑴�EV・NGV等の移動体に対するワイヤレスエネル
ギー伝送システムの開発
⑵�体内埋込型治療機器による低侵襲医療システムの開発
⑶�FES・TESによる運動機能再建と神経刺激システム
の開発

■モバイル・ワイヤレス�通信工学� 鈴木�利則
⑴�携帯電話やWi-Fiなどの無線通信方式に関する研究
⑵レーダーや無線センシング技術に関する研究

■応用電磁エネルギー工学� 枦�修一郎
⑴�軟磁性材料を利用した環境発電デバイスの開発
⑵�電力用磁性材料の低損失化に関する研究
⑶�超短パルスレーザーと磁気光学効果を用いた高周
波磁気イメージングに関する研究

■符号理論� 吉川�英機
⑴�誤り訂正符号および符号化変調方式の性能評価に
関する研究
⑵�情報セキュリティシステムの評価に関する研究

担当教員・研究テーマ
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電子工学専攻の理念は、科学技術の発展を通して人類の福祉と繁栄に貢献するという工学の使命に基
づき「速やかな技術革新を遂げる電子工学分野の基礎的な知識を確実に身につけ最先端の実験手法を体
験することを通して、さらに高度な電子工学の専門知識を体得し、建学の精神にそった社会人としての素
養と倫理観を兼ね備え、確固たる自信を持って開発研究に対処できるエンジニアを養成する」ことです。

半導体･光･磁気という私たちの身の回りにある現象が、最先端のエレクトロニクス（電子デバイス）
に応用され、家電製品から自動車や電車に至るまであらゆる機器に搭載されて、それらの作動システム
を制御しています。私たちの日々の生活は電子工学や電子技術によって豊かな生活を享受し、安全安心
が守られています。

電子工学専攻では自然界の現象を電子・原子・分子レベルから解明することにより先端的科学技術を
開拓し、物質やエネルギー、エレクトロニクスなどの分野に応用展開することを目指しています。電子
工学専攻では、物質の基礎的性質の解明、新物質の創成と物性予測、量子エレクトロニクス、電子デバ
イス、電子計測・情報システム等に関する具体的な研究テーマを通して融合的科学技術の習得とそれを
広く応用する能力、さらに専門領域を超えた新しい境界領域を創造する能力を有する基礎と応用の両分
野で活躍できる研究者・技術者を育てることを教育目標にしています。

研究は国内外の大学や研究所とも共同研究が闊達になされ、その成果は国際会議などにおいて大学院
生が自ら発表し、広い視野に立った先鋭的研究成果として評価されています。

専攻の紹介専攻の紹介
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詳しい情報はコチ詳しい情報はコチラ!ラ!

教員からのメッセージ

現代社会で既に大きく普及しているスマートフォンやコンピュータ等の電子機器や
家電製品、自動車、情報デバイス、情報通信・伝送システム、さらには医療機器にお
いても電子工学のテクノロジーが必要不可欠となっております。このように現代社会
の技術を支える研究者や技術者の育成のため、本電子工学専攻では、電子物性、電子
材料、半導体デバイス、情報通信工学、電子計測工学、情報処理工学、理論・数学といっ
た専門分野で教育・研究を行っております。これら技術は、私たちが生きている今を
支えているのはもちろんのこと、未来の社会を安全・安心に魅力あるものにするのに
貢献するはずです。

大学院では、自身が取り組む研究テーマに沿って、未だ分からないことに対し、自
ら考え、自ら実践しながら研究を進め、答えを見つけることができます。さらに、ま
だ世の中で試みたことがない独創的で挑戦的な研究にチャレンジできるのも大学院の
魅力です。時には困難な壁に当たることもあると思いますが、これも将来社会で活躍
するための貴重な自己訓練の期間となるはずです。ぜひ本学電子工学専攻で、教員や
仲間とともに未来の社会を作る研究をしてみましょう。

石
いし

上
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　　忍
しのぶ

 教授電子工学専攻主任

大学院生からのコメント

私は新材料の創生によりグリーンエネルギー技術の発展に貢献するための研究を行
なっています。現在、カーボンニュートラルを目指した社会情勢により電気自動車や
ハイブリッドカー、風力発電の需要が増加しています。それらの駆動モータに使用さ
れる永久磁石材料にはレアアースが必要不可欠ですが、産出国が限定的であることか
ら資源の安定供給に支障が出ることが懸念されています。そこで我々は、レアアース
の使用量を最小限に抑えつつ高性能な永久磁石材料を開発するために、物質構造を原
子レベルで制御及び解析する研究を行なっています。

大学院では、研究テーマに基づき実験、評価、検証し自ら仮説を立てることで次の
実験へ進んでいきます。自身の取り組み次第で研究、仕事が発展していくことを経験
できることは大学院の魅力の一つと思います。勿論、大学院の短い期間で画期的な研
究成果を得ることは難しいことであり、思い通りに研究が進まないこともあります。
しかしながら、研究を進める過程で身につけられた教養や結果を論理的に説明する能
力、見やすいデータ及び資料を作成する能力などは自身のキャリアアップに役立つと
思います。

森
もり

　　裕
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一 さん博士後期課程２年
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工学研究科・電子工学専攻工学研究科・電子工学専攻

研究分野としては
⑴電子物性・材料・デバイス工学
⑵情報通信工学
⑶電子計測工学
⑷情報処理工学
⑸理論・数学
　などがあります。以下は最近の修士論文の研究題目です。
●Sｍ(Fe-Co)-B薄膜の微細構造と磁気特性
●FePt薄膜の下地層による結晶構造と磁気特性の変化
●スパッタ法を用いて作製したMnFeGa合金薄膜の磁気特性
●金属－Si系および金属－Si酸化物系彗星状粒子生成条件とその形態変化に関する研究
●高誘電率ゲート絶縁膜を利用したガラス基板上の4端子poly-Si薄膜トランジスタの高性能化に関する研究
●ガラス基板上の4端子poly-Ge1-xSnx薄膜トランジスタの開発とその応用に関する研究
●EMI測定用超広帯域折返しアンテナの設計・開発
●再生可能エネルギー関連機器の電磁妨害波測定についての検討
●独立成分分析を用いた波形抽出のEMC問題への応用
●球電極対におけるマイクロギャップESDに伴う過渡磁界の距離特性に関する研究
●空間周波数が視覚探索時の視線応答に与える影響についての研究
●ニューラルネットワークを用いた物理量や物理単位を含む文章に対する文章間距離解析法に関する研究

▏研究領域／研究分野▕

■光物性� 淡野�照義
超イオン導電体の遠赤外～紫外分光とコンピュータ
シミュレーション

■情報通信システム� 石上　�忍
電気電子・通信機器の電磁両立性及び計測法，アンテ
ナに関する基盤技術の研究

■電気機械計測� 小澤�哲也
電気機械計測の技術に関する特定の研究課題に対し
て、理論および実験の両面からの研究

■生体機能情報工学� 加藤�和夫
大脳神経活動等の生体信号の計測と信号処理の研究、
および医工学への応用

■群集流動情報工学� 門倉�博之
群集流動のモデル化と人流シミュレーションの研究

■情報伝送工学� 川又�　憲
情報伝送工学および環境電磁工学に関連した各種
テーマの研究

■機能材料� 桑野�聡子
エネルギー資源を生産する触媒、電極などを安価な素
材や手法で創製する。また、その物性の根源を解明する

■数理科学� 佐々木�義卓
コンピュータによる数値解析を通じた整数論的諸問
題の研究

■計測情報工学� 志子田�有光
先端の情報システムセキュリティに関するテーマや、
教育工学に関するテーマの研究

■磁性材料� 嶋　�敏之
磁性薄膜の作製・微細加工およびナノ構造等の評価を
中心にナノテクを駆使した新物質・新材料の探索およ
びそれらの応用研究

■ナノ物性材料� 鈴木�仁志
ナノ粒子、薄膜作製と評価、主に無機物を対象とした
ナノ粒子の構造、相転移、反応性変化などの研究

■スピンエレクトロニクス� 土井�正晶
超小型・省エネルギー無線通信システムの開発に向けた
新しいスピンエレクトロニクスデバイスの応用研究

■半導体材料デバイス工学� 原　�明人
フレキシブルエレクトロニクス・ガラス上シートコン
ピュータ・3次元集積デバイスの実現に向けた半導体
デバイスの研究

■空間情報学� 物部�寛太郎
空間情報の利活用を目的として、空間的可視化による
地域防災支援などの様々な分野での応用研究

電子ビームリソグラフィー
（研究棟に設置されている装置の一つ）

超高真空成膜装置超高真空成膜装置
（研究棟に設置されている装置の一つ）（研究棟に設置されている装置の一つ）

担当教員・研究テーマ
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本専攻の教育目標は、環境と調和した高度な社会基盤の建設・維持を達成するために、社会から信頼
される技術者を育成することです。未来に引き継ぐべき貴重な自然環境を継続しつつ、これまでに営々
と蓄積してきた社会資本を創造し維持・管理する作業は、豊かな社会生活を守るために今後とも必要不
可欠な仕事のひとつです。

これらの社会資本を支える人材を育成するために、本専攻の博士前期課程では、広い視野に立って学
識を広めるとともに、志望する専門分野に関する高度専門技術の修得を目指し、博士後期課程では専攻
分野の研究者・教育者として必要な研究能力、およびその基礎となる豊かな学識および高度専門知識の
会得を目指しています。

大学院では少人数教育が基本であり、教員と大学院生の密接な関係に基づいて、日常生活における勉
学指導やメンタルケア、高度専門知識の教授が行われます。またTA制度によって学部生への指導を通
したリーダー教育が行われ、これらは社会人としての素養の形成、および指導力を養う上で大きな効果
をあげています。

近年は、大学院大学が増えています。このような社会趨勢に敏感になり、多くの学生が大学院に進学
することを切に願っています。

専攻の紹介専攻の紹介
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詳しい情報はコチ詳しい情報はコチラ!ラ!

教員からのメッセージ

本専攻では、社会インフラの建設と維持管理、汚染された環境の浄化や水処理技術、
建築・都市空間のデザインや再生可能エネルギーなど、土木、環境、建築の研究領域
を専門的に学ぶことができます。具体的には、長大橋の地震応答解析、老朽化したコ
ンクリート構造物の性状評価や非破壊検査、コンクリート構造物や地盤材料の応力解
析、触媒を用いた水処理技術の開発や難分解性物質の微生物分解、建築設計理論の構
築・解析、再生可能エネルギーの活用によるCO2削減など、多様な分野を研究対象と
しております。それゆえ物事を多面的に捉え、幅広く見渡せる要素が身につく教育内
容となっております。

前期課程では、上記のような多様な分野の専門を学ぶとともに、自主的に研究に取
り組むことによって、積極性とリーダーシップが培われます。２年という短い期間で
すが、社会が抱える問題に対して、理論的に考え取り組む力を身につけることができ
る貴重な時間です。

近年では大学院大学が主流となり、大学院修了生が社会をリードする時代になって
おります。大手企業や研究分野での活躍を希望するのであれば、大学院は必須となり
つつあります。本専攻では人間形成の礎を築き、修了後はリーダー的存在として社会
貢献できる存在になれるよう院生の教育・指導を行っていきます。また大学院での研
究活動に集中できるよう、奨学金やTA制度などの支援も充実しております。
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 教授環境建設工学専攻主任

修了生からのコメント

私は建築デザイン研究室に所属しています。大学院の講義では、学部で学んできた
建築の基礎知識をもとに、より実践的な内容を身に付けることができます。教授一人
に対し、同じ専攻の大学院生数人の少人数体制で行われるため、発言がしやすく、疑
問や興味を持ったことを深く追求できます。教授も院生も、時間の許す限り、時には
講義時間をオーバーしてまで議論に付き合ってくれます。一回一回の講義の内容がよ
り濃密になることが大学院のメリットの一つだと思います。また、学部の講義とは違
い、一人または院生数人で協力し、院生が主導して作業をする場面が多々あります。
そのため、学びたいことを自ら学べるチャンスが多くなります。さらに学会やコンペ
ティションで自分が作った作品を見てもらえる機会も増えますし、見学会やインター
ンシップで進みたい分野を探せる時間も学部生の頃より増えます。そのため、今まで
はあまり学んでこなかった、知る機会がなかった分野と出合えることもあります。大
学院は自分の専攻をより専門的に、より深く研究することができる場所ですが、研究
がしたい人だけではなく、自分が本当にしたいことを探したいという人にとっても、
大学院はとても良い環境だと思います。
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菜 さん2021（令和３）年度　博士前期課程修了
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工学研究科・環境建設工学専攻工学研究科・環境建設工学専攻

環境建設工学専攻が専門とする研究分野を大きく分けると、
⑴構造力学・構造工学
⑵コンクリート工学（建設材料学）
⑶地盤工学・防災工学
⑷環境・水理学
⑸都市環境・建築デザイン学
⑹建築計画学、建築史学
　となります。最近の主な修士論文の題目を以下に示します。
●旧宣教師館「デフォレスト館」の保存・活用に関する研究
●東日本大震災における地震動及び津波がコンクリート構造物の耐久性に与える影響
●多賀城市における建築物のエネルギー消費削減に関する調査研究
●BIMを用いたデフォレスト館の修繕・利活用計画策定と維持管理に関する研究
●天然由来成分の抗酸化作用に関する実験研究
●ヒ素高蓄積植物モエジマシダ根圏での亜ヒ酸酸化における細菌の関与に関する研究
●コンクリート製壁高欄の塩害に関する研究
●懸濁型地盤改良材の浸透注入における改良体の一軸圧縮強さの推定
●コンクリートの弾性波速度の推定に影響を及ぼす因子に関する研究

▏研究領域／研究分野▕

■構造動力学・維持管理学� 李　�相勲
連続高架橋等離散系構造物における無限境界問題、衝
撃弾性波法を応用したコンクリート内欠陥の可視化

■建築構造� 井川　�望
地震など様々な外力に対する各種建築物の挙動解析、
地盤・基礎・上部構造の一体解析

■コンクリート構造� 石川�雅美
コンクリート構造物の初期応力・ひび割れ解析

■建築史� 﨑山�俊雄
我国近現代の建築意匠と計画技術に関する歴史的研
究、建築文化財の調査・分析ならびに保存・活用

■建築デザイン� 櫻井�一弥
建築設計・デザイン実務と建築設計理論の構築・解析、
ならびに建築空間の分析的批評

■建築設備� 鈴木�道哉
建築物の建設から解体に至るライフサイクルで使用
されるエネルギーに関する調査研究、省エネルギーと
再生可能エネルギーの活用により二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとする建築に関する研究

■コンクリート劣化診断� 武田�三弘
X線造影撮影を用いたコンクリートの性状評価、コンクリート床版の
再劣化に関する研究、樋門に生じる初期欠陥の非破壊検査方法の開発

■耐震・防災工学� 千田�知弘
FEM解析を用いた地盤変動時の橋梁の挙動把握、超
弾性パラメータを用いた３次元FEM解析によるゴム
支承の地震応答に関する研究

■建築計画� 恒松�良純
建築・都市空間における心理的影響と物理的要因に関
する相関分析、および諸制度との比較検討

■応用力学� 中沢�正利
シザーズ構造体の力学理論及び展開・収納機構の大変
形シミュレーション、緊急架設用パネル橋の最適構造
について

■環境保全工学� 中村�寛治
DNA分析技術による環境中の微生物の挙動把握、環
境浄化のための特定細菌の野外利用

■環境化学� 韓　�連煕
促進酸化処理法を用いた水処理

■水工学� 三戸部�佑太
海浜変形、津波による土砂輸送・地形変化、画像計測技
術の開発および応用した実験・現地観測

■環境微生物工学� 宮内�啓介
難分解性有機化合物分解細菌の解析、生物を用いた土
壌・水汚染の浄化法の開発

■地盤工学� 山口�　晶
砂地盤の液状化、粘性土のせん断破壊、地盤の地震時
挙動、注入による液状化対策工法

担当教員・研究テーマ
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